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	大変おおざっぱですが，容器包装価格が製品原価に占める割合は，おおむね5-10%程度と言われています。�しかし、容器包装の


	手法・事例
	販売店による包装紙削減の取り組み(C17)
	大手百貨店の伊勢丹では、「お中元・お歳暮の箱に直接のしをつける包装」に切り替えるなどの包装紙削減の取り組みを実践し、年間


	その他
	リユース容器の現状と普及を妨げる要因(A12)
	酒屋さんのご用聞きによって配達されていたケース買い（買い置き）が主流だったお酒や醤油は、好きな時に、好きな分だけ、好きな
	ワンウェイ容器に入った商品の選択によるリターナブルびんの伸び悩み
	中身メーカーでの他容器への代替
	販売店でのリターナブルびん回収の減少

	容リ法の見直しについて(C13)
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